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ll) 前田啓一 ｢1945年 『英米金融協定』の研究- イギリ
スにおける借款の消費経路についての考察を中心として
- ｣『世界経済評論』1977年12月,89ページ｡
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第 1表 アメリカ借款の引出し要因 (1946･7･15-1947･8･20) (単位 :100万ドル)
イギリスの西半球に RSAの西半球に 振替え可能ポンドの
合計村する支払 (純) 対する支払 (純)
ドルへの交換1946.7,15-12.31 850 -1
50 50 7501947.1.1-6.30 1,300
270 60 1,6301947.7.1-8.20 420 5 30 97














15億ドルと増大 していたが,1947年 7月の ド
ル流出は4.98億 ドルにも達 した｡ 8月には ド
ル流出の勢いはさらに増大 し,流出額は20日間で4
.3億ドルにも達 した (単純月換算で6.5億 ド

















8.7 23.3 42.0ベルギー 1 3 344 5
7フう ジル 5.013 7.5 12.5ィンランド 28 8イタリア 13 6
オランダ 1.1 2.7 3.
8ポルトガル 4.7 2.9 7.6その他 02 0



























































































(木畑洋一 ･旦祐介訳 『ジェントルマン資本主義の帝国Ⅱ:危機 と解体 1914-1990』名古
屋大学出版会,1997年)第11章,注24｡19) Milward
,op.cZt.,PP.258,2622














































































































































































































































































































































38 調査と研究 第22号 (2001.10)
第5表 イギリスの貿易･地域別比率
輸出 (単位 :%)
1938年 1946年 1947年 1948年 1949年 1950年 1946
-50年平均スター リング圏 44.9 45.1 48.7 49.7 49
.7 47.7 48.6西半球 17.2 14.4 15.4
16.5 15.3 18.1 15.9OEEC 25 28
.3 23.3 23.5 23.5 25 24.5その他 12.8 13 125 103 104 9
.1 12.1合計 100 100 100 100 100 100 100
1938年 1946年 1947年 1948年 1949年 195
0年 1946-50年平均スター リング圏 31.2 32.8
31.1 36.2 37.5 38 35.1西半球 30 44.8 434 04 2 8 24.7 44
OEEC 23.9 14.8 17.1 20.7




























































































































40 調査と研究 第22号 (2001.10)
第6表 スターリング圏各国の輸出額 (単位 :100万英ポンド)
1930年代平均 1946年 1947年 1948年 1
949年オース トラリア 98.7 220.4 247.2





20 26.2アイルランド 24.2 49.3 60
6注1:インドの,1930年代,1946年には後のパキスタンが含ま










































1930年代平均 1947年 1948年 19
49年イギリス 149.4 253.5 337.
2 422.140.7% 32.1%
31.8% 34.7%RSA 45.2 15
9.2 232.6 269.712.3%
20.2% 22.0% 22.2%北米
55.0 178.6 174.5 173.
215.0% 22.6% 16.5% 14
.2%OEEC 55.9 92.0 14
3.6 179.915.2% ll.7%
13.6% 14.8%その他 61.7
105.2 170.7 169.916.8% 3
.3% 16.1% 14.0%合計 367.2
788.5 1,058.6 1,215.0
100.0% 100.0








48年 1949年イギリス 99.3 2
30.8 330.1 403.632.2




3% 18.1% 13.2%OEEC 3
3.3 38.8 78.4 84.310
.8% 5.3% 7.0% 7.2%その他
79.8 146.
8 201,1 274.225.9% 20.
1% 18.0% 21.0%合計 79.8
146.8 201.1 274.2100.0
% 100.0% 100.0% 100.0%注 :第7表と同様｡




76ページ｡ビルマは,480ページ｡マラヤは,484ページ｡ 41第 9表 スタ
ーリング圏5ヶ国の対域外貿易収支
(単位 :100万英ポンド)
1930年代平均 1947年 1948年 19
49年北米 20 23 -28.
6 18.8アメリカ 22.5
37.3 -21.6 20.2カナダ -2.5 -14 -7 -
1.4OEEC 22.6 53 64.9 956
その他 -21.7 -41.6 -30
.5 -80.6合計 20.9 3

































256.1 13.9%その他 272 23
合計 1,842.7 100.0%
金額 比率イギリス 78





















































































































































44 調査と研究 第22号 (2001.10)
2 イギリスのEPUへの参加
ただし,その一方で,アメリカ側はイギリス
を欧州決済同盟に参加させるための妥協案を考
え始めていた｡4月の初めにECA(パリ)が,
同盟内でのポンド利用を認める案を作成した｡
これにより,各国は黒字をポンドで保有するこ
と,赤字を既存のポンド残高によって支払うこ
とが認められた｡アンシオがこのECA案に修
正をほどこし,それはフランス,イタリア,オ
ランダ,スイスの支持を得た｡これにより,同
盟内でのポンド利用を認めた妥協案が,｢大陸
提案｣としてイギリスに伝えられた62)｡
国務長官アチソンもまた,イギリスの欧州決
済同盟-の完全参加を追求し始めていた｡アチ
ソンはベビンとの会談を5月11日にロンドンで
おこない,そこで ｢専門家委員会｣提案を基礎
とし,｢大陸提案｣の修正を加えた線で合意に
達することの重要性を述べた｡その上で,さら
なる妥協案として,同盟発足の初期にイギリス
に対して特別な援助を与えることと,予想外の
準備流出が生じた場合に貿易に数量管理を課す
こと認めるとした｡5月14日に,ハリマンより
ワシントンのECAに,クリッブスが ｢大陸提
案｣を受け入れた,との知らせが入った63)｡
｢大陸提案｣は,双務主義を排した上で,同
盟内でのポンド利用を認めるとしたものであり,
これによりポンドは同盟計算単位に優越も従属
もせず,対等の立場に置かれることなる｡ した
がって,この時点で,イギリスは欧州域内での
ポンドの特別な地位の追求をあきらめ,金 ･ド
ル準備の維持というもう一つの,より現実的な
目的の実現に集中したことになる｡｢大陸提案｣
の承認をイギリス閣内で推進したのは,3月以
降,病気が悪化したクリッブスに代わり経済政
策の責任者となった経済相ゲイツケルであった｡
ゲイツケルは,国際通貨としてのポンドの地位
追求には比較的縛られておらず,その一方で準
備の維持を非常に重 く見ていた64)｡この他にゲ
62) KaplanandSchlemlnger､OP.clt.,p.73.
63) Ibid"p74.
64) Ibid.,pp74,75,78
イツケルが EPUへの参加を推進した要因とし
て,ポンド切 り下げによりスターリング圏の
貿易収支が好転したことや,大蔵省内部より
EPUへ参加した場合の経済的利益や,参加し
ない場合のアメリカ･大陸諸国との関係悪化に
よる不利益が主張されたことがあった65)｡イギ
リスが ｢大陸提案｣を受け入れたことにより,
交渉の課題は割当て額 (クオータ)と金決済比
率へと移った｡
イギリスは,クオータと金決済比率について
も独自案を提出した｡クオータは,各国の1949
年経常取引き額の20%とし,クオータの半額ま
では金決済なしに信用を受けることができ,ク
オータの残り半額に等しい赤字についは,その
半額のみを金決済とする,というものであった｡
イギリスはクオータを多めに設定した上で,そ
の中での金決済比率を引き下げ,金決済部分を
極めて小さくしようとした66)｡しかし,これも
また大陸諸国およびアメリカの受け入れるとこ
ろではなかった｡
6月初めの OEEC閣僚会議を前に,ECA
副大使カッツとゲイツケルが,このクオータお
よび金決済比率の問題に関して,3日間に渡る
会談をおこなった｡この会談により決定された
内容は以下の通り｡ まずクオータは1949年経常
取引きの15%とされた｡また,金決済比率につ
いては,クオータを20%ずつの5ブロックに分
割した上で,黒字国については最初の20%は金
決済なし,以降は信用と金の比率はいずれも1
対 1,赤字国については赤字額が多くなるごと
に金決済比率が上昇するスライド制とされた｡
さらにECAはイギリスに対し1.5億 ドルの援
助を与える｡ これは,赤字国が支払いのために
ポンド残高を利用することによって生じうるイ
ギリスの金流出に備えるためのものである67)｡
ゲイツケルがこの合意案を6月6日の閣議に
持ち帰ると,首相アトリー,蔵相クリッブスと
65) P Wiliams,HughGaitskel:ApoliticalBiography,
London､1979,p221.
66) KaplanandSchlemlnger,OP.cit,p75
67) Ibid,p.78
マーシャル･プラン期イギリスのポンド政策とスターリング圏
も即座に同意を示した｡また,このカッツとゲ
イツケルの合意内容はそのままEPUのクオー
タ･金決済についての最終案となった68)｡これ
により,1947年のポンド交換性停止以降のイギ
リスのポンド政策は新たな転換点を迎えること
となる｡
イギリスが EPUに加盟することで,ポンド
は同盟計算単位 と競争関係に置かれることと
なった69)｡イギリス当局が,EPU-の参加を
決めた要因としては,先にも述べた,ポンドの
地位維持を取り下げても,金 ･ドル準備を堅持
しようとしたことに,ここでもやはりスターリ
ング圏の OEECへの輸出を維持しようとした
ことを加えるべきであろう70)｡
あ わ りに
以上,本稿では,1947年8月のポンド交換性
停止前後に確立した,イギリスの対外経済政策
体系を,国内の完全雇用維持を最終的な目的と
した,ドル ･プールの維持とスターリング圏の
維持という形で捉えた｡そのため,イギリスは
準備流出につながりうる欧州域内での通貨自由
化に反対し続けた｡しかし,その一方で,イギ
リスおよびスターリング圏はその貿易関係の多
様さによってアウタルキー化することもできず,
68) Ibid.,p78.
69) ｢欧州決済同盟について(下)｣『東京銀行月報』1955
年12月,17119ページ｡
70) ゲイツケルの回想によると,イギリスの通貨 ･貿易自
由化に対 して大きな影響を与えたのは,オース トラリア
などの自治領や,イギリスの他の閣僚であったとされて
いる.WillamS,OP.cit.,p222.ここからも,イギリス
のポンド政策,スターリング圏政策および福祉国家政策
の関連が窺える｡
45
最終的にはEPUに完全参加せざるを得なかっ
たことも示された｡
したがって,イギリスのポンド政策は EPU
への参加をもって転換された｡EPU参加の受
諾にあたって,イギリス閣僚,特にゲイツケル
はポンドの国際通貨の地位に固執せず,これが
政策転換を容易にしたと思われる｡ しかし,こ
のような態度がイギリスの政策決定者の間で一
般的になったわけではない｡イギリスの EPU
参加の場合,イギリス内部の意思決定を超えた,
アメリカの世界秩序構想の変動が,イギリスの
妥協の苦痛を大きく緩和していたことを当然考
慮に入れるべきであろう｡
EPU参加以降,イギリス政府は,同盟計算
単位に対するポンドの優位を得るために,それ
以前から一転してポンド自由化政策を進めるこ
ととなる71)｡そして,その政策の背景にはやは
り国際通貨ポンド-の固執があった｡その点で
は,依然として,イギリスの政策決定者内部で
は,国際通貨ポンド,スターリング圏の多様な
貿易関係,そしてそれらの結節点としてのシ
ティ,というものは一体のものと見られていた｡
イギリスの EPU参加以降,これらがどのよう
な変遷をたどるかは今後の課題としたい｡
71) ポンドの ｢事実上の｣交換性回復は1955年であった｡
Cairncross,op,cit.,p.121ポンド自由化政策の進展に
ついては,田中桂一 ｢ポンド･スターリングの交換性回
復過程 :1951-55｣『立命館国際研究』第11巻 2号,1998
年｡
